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重点研究プログラムの構成 

中核プロジェクト１ アジアの大気環境評価手法の開発 

中核プロジェクト２ 東アジアの水・物質循環評価システムの開発  
中核プロジェクト３ 流域生態系における環境影響評価手法の開発 

１．研究開始時の背景と 5 年間の研究概要 

我が国と密接な関係にあるアジア地域では、急速な経済発展に伴って大気、水環境の悪化及び生態

系破壊が深刻化しており、それが直接的あるいは間接的に我が国に影響を及ぼしている。そのため、

我が国を含むアジアの持続可能な発展に向けた戦略的な政策が緊急に必要であるが、そのためには科

学的知見を集積し、政策提言の基盤にすることが必要である。我が国及びアジア各国の政策や持続可

能な発展に向けた努力が効果的に働くためには、我が国及びアジア各国が、科学的知見について共通

の認識及び環境管理の共通の基盤を持つことが重要である。このような科学的な基盤の形成に貢献す

るために、本プログラムでは、アジアの大気環境、水環境及び生態系についての実態把握・解析、環

境政策の解析等の科学的知見の集積、データベースや数値モデル等の研究ツール、環境管理ツールの

開発、技術・政策シナリオの構築等を行うことを目的とする。 

中核プロジェクト１「アジアの大気環境管理評価手法の開発」については、東アジア地域を対象に、

大気汚染物質と黄砂の地上観測、航空機観測、ライダーネットワーク観測等を行い、国内外の観測の

連携を進めるとともに、数値モデルと排出インベントリの精緻化を進めた。これらの観測データ、数

値モデル、排出インベントリ、更に対流圏衛星観測データを活用して、アジア地域の広域大気汚染と

日本への越境大気汚染の全体像を把握し、日本国内を含むアジア地域の大気環境施策立案に必要な科

学的知見とツールを提供した。中核プロジェクト２「東アジアの水・物質循環評価システムの開発」

においては、衛星観測と地上観測を組み合わせた観測システムによって得られるデータと汚濁負荷に

関する現地調査、水・物質循環モデルを組み合わせた評価システムの有効性を実証し、南水北調や退

耕環林政策などの環境影響評価を行った。また、東シナ海における長江起源水が流入する海域におい

て、赤潮の原因となる植物プランクトンの出現を見出すと共に、観測とモデリングによってその動態

を把握した。更に、中国の拠点都市瀋陽市における実証研究として、都市環境のデータを統合的な GIS

データベースとして整備し、水・物質・エネルギー統合型モデル研究を推進した。中核プロジェクト

３「流域生態系における環境影響評価手法の開発」では、メコン河流域全体の自然環境と社会経済を

把握することの出来る高解像度の地理空間データベース（MGDB）を構築すると共に、ダム建設が年間

の氾濫動態や淡水魚類の回遊に及ぼす影響を評価する手法を開発した。また、メコンデルタのマング

ローブ林の生態系機能と汚濁負荷の関係を明らかにした。 

 

２．第 2 期の事後評価結果と対処方針 (平成 23 年 3 月実施) 

［現状評価］ 

相手国の政治的な動きに左右される困難な状況を乗り越えて積極的に研究を展開しており、期待通

りの研究成果を上げたと思う。本プログラムで構築されたアジアの研究者のネットワークは今後の新

たな研究の展開に貴重な人的資源となる。 

しかし、個々のプロジェクトは成果を上げているが、中核プロジェクト間あるいは中核プロジェク

ト内のプロジェクト間の関係が見えにくい。結果として、重点プログラム全体としての結論や政策提

言等がやや不明確になり、社会への発信や影響が弱いように感じる。 

［今後への期待、要望］  

現地の他グループとのネットワークをリーダーとして上手く確立されることを期待したい。 

アジアでの研究が、日本の環境、外交政策としてどのように位置付けられるのか。またそのための研

究対象、方法をどのようにすべきか、全体戦略を十分に検討してから今後を進めてほしい。  

 

［対処方針］ 

アジア自然共生研究プログラムでは、アジアにおける大気・水環境と生態系の実態把握や政策評価



等の科学的知見の集積、環境管理ツールの開発、技術・政策シナリオの構築等が進み、また、国際共

同研究や研究者ネットワークへの参加が進展した。今後、これらの成果を活用して、我が国を含むア

ジアの持続可能な発展のための戦略的政策の策定に対して、科学面から貢献していく予定である。 

一方、第２期中期計画期間中には、中核プロジェクト間の連携を十分に行うことができなかったこと

は否定できない。今後、アジア環境研究を戦略的に展開するために、国環研で進めるアジア研究の位

置付けと戦略について、研究所全体で検討を進める予定である。 

第３期中期計画期間では、アジア自然共生研究プログラムの科学的知見と研究者ネットワークの蓄

積をもとにして、アジア研究の戦略的検討結果を踏まえつつ、東アジア広域環境研究プログラムを推

進する。このプログラムでは、東アジアにおける代表的な広域環境問題である大気・海洋汚染を対象

として、問題の発生メカニズムを解明し、環境負荷と広域環境応答の関係を定量的に評価し、更には、

所内外と連携して、削減シナリオの提示及びその評価を行い、東アジアの広域環境問題の解決に資す

る研究を展開する予定である。また、これまでの研究の一部は、環境都市システム研究プログラム等

においても引き継がれる。 

 

３． 学術的貢献 
東アジアにおける大気環境・流域圏環境の実態と変動に関する科学的知見の集積、ツールや手法の

開発、国際的な報告書執筆や国際共同研究・ネットワークへの参加等によって、東アジアの地域環境

研究に大きく貢献した。これらの成果は、Nature、Science を始めとする国際誌における多くの論文掲

載、学会の学術賞・論文賞等の受賞に示されている。 
【中核プロジェクト１】アジアの大気環境評価手法の開発 
東アジアにおける広域・越境大気環境の実態把握と将来予測等に関する科学的知見が得られ、また、

観測データベースや化学輸送モデル・排出インベントリ等の研究ツールが完成し、アジアにおける大

気環境の実態と変動の科学的解明に貢献した。また、東アジア酸性雨ネットワーク（EANET）、日中韓

大気汚染物質長距離越境移動研究プロジェクト（LTP）、半球規模大気汚染輸送タスクフォース

（TFHTAP）、IGBP/IGAC、Atmospheric Brown Clouds (ABC)、モデル相互比較プロジェクト（MICS/Asia）

等の国際研究活動に参加し、これらの活動に貢献した。 

【中核プロジェクト２】東アジアの水・物質循環評価システムの開発 
東アジアの陸域、沿岸域、都市域の水環境を対象とした統合観測ネットワークの構築、水・物質循環

モデルを用いた数値実験、都市を中心としたインベントリ・技術システムの構築等が進捗し、水環境の多

面的な実態解明と問題解決に向けた評価システム開発を通して、アジアにおける水・物質循環の科学

的解明に貢献した。 

【中核プロジェクト３】流域生態系における環境影響評価手法の開発 
アジアの代表的な流域圏で、且つ、周辺開発による環境変化が進んでいるメコン河流域において、

流域データベース、魚の耳石を利用する回遊評価手法の確立など、流域生態系における環境影響評価手

法の開発が進み、中期計画開始時にはほとんど研究基盤のなかった当地域における流域生態系の科学

的解明に貢献した。 

 
４．社会・環境政策などへの貢献・波及効果 
(予想したアウトカムが得られなかった場合は、その要因として考えられる点等を記載)  
 

アジアの大気環境、水環境及び生態系についての実態把握・解析、環境政策の解析等の科学的知見

の集積、データベースや数値モデル等の研究ツール、環境管理ツールの開発、技術・政策シナリオの

構築等が進み、東アジアを対象とした環境政策の検討・立案に貢献した。 
 
【中核プロジェクト１】アジアの大気環境評価手法の開発 
・環境省の対流圏オゾン・光化学オキシダント対策検討会、光化学オキシダント調査検討会、酸性雨

対策検討会、有害金属対策基礎調査検討会、黄砂関連委員会などにおいて多数の研究成果が活用さ

れると共に、地方環境研究所との共同研究等を通して自治体の大気環境施策に貢献した。 

・日中韓環境大臣会合の下で、光化学オキシダントと黄砂に関する国際ワーキンググループの活動に

参加し、光化学オキシダント問題の情報共有、黄砂モニタリングデータの共有、黄砂飛来予測モデ

ルの高精度化等に貢献した。 
・国際的な大気環境問題の解決を目指しているEANET、LTP、TFHTAP等の活動を通して、アジアにおけ

る広域・越境大気環境政策の検討に貢献した。 

・広域・越境大気汚染に関する科学的成果を、マスコミや講演会などを通して社会に発信した。また、



東アジア域の黄砂・大気汚染分布予測を研究所のホームページから発信すると共に、環境省の黄砂

飛来情報提供に貢献した。 

【中核プロジェクト２】東アジアの水・物質循環評価システムの開発 
・環境省の地球観測（GEOSS）事業として、東アジア陸域統合観測システムネットワークを構築し、

広域な衛星観測データや典型的な生態系における水・物質循環に関する地上観測を実施するととも

に、陸域環境負荷の評価モデルを確立した。その応用例として、中国水利部長江水利委員会や中国

科学院との共同で長江流域からの河川流量、土砂流出、窒素など水・物質流出量を算出した。 
・東シナ海の渦鞭毛藻赤潮の発生などの低次生態系変調を明らかにするとともに、陸域負荷に対する

生態系応答の評価モデルを確立した。その成果を PICES（北太平洋海洋科学機関）ならびに

UNEP/NOWPAP（北西太平洋行動計画）の ICARM 作業部会などを通じアジアの海洋環境政策に

科学的知見を提供した。 
・環境都市シミュレーションモデルを構築してその科学的知見を、アジアでは、環境省・静脈メジャ

ー事業のアジアでの戦略検討、国連大学・コベネフィット都市事業、中国環境保護部の生態工業園

ガイドライン構築、および国内では環境省地域循環圏形成ガイドライン、環境未来都市事業、国際

戦略総合特区事業等に対して提供した。加えて、瀋陽市における産業廃棄物資源エネルギープロジ

ェクトの調査事業として実現するとともに、都市有機資源循環事業の契約につながるなど、研究成

果の社会実装が進捗した。 
【中核プロジェクト３】流域生態系における環境影響評価手法の開発 
・小流域毎の高解像度土地被覆データベース（MGDB）を広く公開することにより、ダム建設が回遊魚

等に影響を及ぼす範囲を建設前に定量的に把握して生物多様性のリスクを把握できるようにした。

・回遊魚の回遊行動を実証できる耳石分析手法を基盤として、水産資源確保や生物多様性保全の観点

から、回遊魚の稚魚の生息地や回遊ルート、生物多様性重要湿地が戦略的に守られるようなアセス

メント手法の開発へと発展させる見通しが得られた。これらの結果は、アメリカのテレビ番組，

Nature 誌、Economist 誌に紹介された。 

 

５．研究成果の発表状況等 

論文数注） 査読あり （欧文）62 報  （和文）33 報  （その他）3報 

特許数 （国内）2件  （国外） 0 件 

シンポジウ

ム開催 
9 件 

 

1) 第 4 回アジア・太平洋エコビジネスフォーラム（4th Asia Pacific Eco-business 

Forum）【2008 年 1 月 21-24 日、川崎、共催】 

2) 循環経済を通じた持続可能な地域発展に関する国際会合（International Workshop 

on Sustainable Regional Development Through Circular Economy）【2008 年 5 月

19-21 日、中国遼寧省瀋陽市、主催】 

3) アジア太平洋産業エコロジー国際ワークショップ（The Asia-Pacific International 

Workshop on Industrial Ecology）【2008 年 12 月 8-9 日、川崎、主催】 

4) 第 5 回アジア・太平洋エコビジネスフォーラム（5th Asia Pacific Eco-business 

Forum）【2009 年 2 月 16-18 日、川崎、共催】 

5) 北東アジア・エコフォーラム 低炭素都市/地域に向けて（Northeast Asia Eco-Forum 

on Low Carbon Cities/Regions）【2010 年 9 月 15-16 日、中国遼寧省瀋陽、共催】 

6) 第 7 回産業共生研究シンポジウム（7th Annual Industrial Symbiosis Research 

Symposium 2010）【2010 年 11 月 5-6 日、川崎、主催】 

7) 国際ワークショップ「メコン川の持続可能な管理に向けた科学の進展」（Workshop on 

Sustainable Management of the Mekong River）【2011 年 1 月 18-19 日、タイ・ウボ

ンラチャタニ、主催】 

8) 第 7 回アジア・太平洋エコビジネスフォーラム（7th Asia Pacific Eco-business 

Forum）【2011 年 2 月 14-15 日、川崎、共催】 

9) 第３回アジアにおける排出インベントリに関する国際ワークショップ(Third 

International Workshop on Emission Inventory in Asia) 【2012 年 2 月 24-25 日、

横浜、主催】 

 



招待講演等 90 件 

 

1) 大原利眞：全国大気汚染防止連絡協議会第 53 回全国大会，「光化学オキシダント～

最近の動向と今後について～」，金沢（2007） 

2) Nagashima, T., Ohara, T., Sudo, K., Akimoto, H.: The relative importance of 
various source regions of ozone on East Asian surface ozone, EANET Regional 

Scientific Work Shop on Acid Deposition in East Asia 2009, 12 October 2009, 

Tsukuba, Japan (2009). 

3) Tanimoto, H.:Decadal trends in tropospheric ozone over East Asian Pacific rim 
during 1998-2007: Implications for emerging Asian emissions impacts and 

comparison to European and North American records, American Geophysical Union 

2010 Fall Meeting, San Francisco, USA (2010). 

4) 王勤学：東アジアの気候・環境変動、長期見通しと 安定化への取組み、「緑のアジ

ア大陸の再生を目指して」共同フォーラム、横浜（2010）. 

5) Sugata, S., et al.: Air quality perspectives from Japan and response/impact 
of the recent Earthquake/Tsunami. 3rd International Workshop on Air Quality 

Forecasting Research (2011).  

6) Ohara, T., Kurokawa, J., Uno, I.: Long-term trends and recent changes of 
emissions for ozone precursors in East Asia, Tripartite Workshop on Scientific 

Research of Photochemical Oxidant, Beijing, China (2011).  

7) 高見昭憲：国内および東アジアにおける大気汚染の現状，第 48 回日本小児アレルギ

ー学会，第 16 回アジア太平洋小児アレルギー呼吸器免疫学会，福岡 (2011). 

8) Shimizu H. et al.: Impacts of ozone on native vegetation in North-east Asia,
Acid Rain 2011: The 8th International Conference on Acid Deposition, Beijing

(2011). 

9) Fujita, T.；Low-Carbon Strategies and the Challenge for Cities in Japan, 21st 

Annual International Symposium 2011 INCOSE(International Council on Systems 

Engineering), Denver, USA (2011).  

10) 藤田壮：世界における低炭素都市への潮流とアジア圏のモデルづくりの必要性，「環

境未来都市」構想推進国際フォーラム，低炭素都市推進国際会議 in 東京（環境価

値），東京 (2012).  

 

ほか 80 件 

 

受賞 14 件 

 

1) 高見昭憲：日立環境賞（2012 年） 

2) 谷本浩志、猪俣敏：（財）日立環境財団第 35 回環境賞（2008 年） 

3) 松井一郎：モンゴル気象水文環境調査庁表彰「功労賞」(2012 年) 

4) 藤田 壮：中国遼寧省国際専門家賞（2011 年） 

5) 大原利眞：大気環境学会学術賞（斉藤潔賞）（2010 年） 

 

ほか 9件 

 

主な報道 155 件 

 

1) 朝日新聞：5 月 8,9 日に全国で発生した光化学スモッグの発生原因について（2007

年） 

2) NHK（クローズアップ現代）：今春の光化学スモッグの発生原因等について（2007 年）

3) TBS（サンデーモーニング）：5月 8,9 日に全国で発生した光化学スモッグの発生原因

について（2007 年） 

4) NHK（昼のニュース）：アジアにおける大気汚染物質排出量が急増（2007 年） 

5) 毎日新聞：排出量２０年で倍増（2007 年） 

6) 日本経済新聞：温暖化の影響モンゴルで拡大（2007 年） 



7) 東京新聞：7年で 1-2 ㍍減 モンゴル永久凍土 20 年で完全消失（2007 年) 

8) NHK（おはよう日本）：最近の光化学スモッグ発生の特徴等について（2008 年） 

9) 毎日新聞：シベリアからオゾン 森林火災で流入 越境汚染も（2008 年） 

10) 朝日新聞：大陸からの越境汚染（2008 年） 
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